
　

改
正
会
社
法
（
令
和
元
年
法
律
70

号
）
が
、
令
和
元
年
12
月
４
日
に
成
立

し
、
同
月
11
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
会
社
法
は
、
こ
と
し
３
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
（
株
主
総
会

資
料
の
電
子
提
供
制
度
の
創
設
お
よ
び

会
社
の
支
店
の
所
在
地
に
お
け
る
登
記

の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
中
の

施
行
予
定
）。

　

今
回
、
施
行
さ
れ
た
改
正
会
社
法
の

一
覧
は
、
図
表
１
の
と
お
り
で
す
。
改

正
ポ
イ
ン
ト
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
と
し

３
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
こ
と
し
３
月
１
日
施
行
の
部

分
を
中
心
に
、
改
正
ポ
イ
ン
ト
の
内
容

と
、
中
小
企
業
に
お
け
る
実
務
対
応
を

確
認
し
ま
す
。

株
主
提
案
権
の
濫
用
的
な

行
使
制
限
の
た
め
の
措
置

△△

改
正
ポ
イ
ン
ト
△

改
正
ポ
イ
ン
ト
△

　

株
主
提
案
権
の
濫
用
的
な
行
使
を
制

限
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
取
締
役

会
設
置
会
社
の
株
主
が
、
同
一
の
株
主

総
会
に
お
い
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
議
案
の
数
が
10
個
に
制
限
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
（
改
正
会
社
法
３
０

５
条
５
項
）。

　

非
取
締
役
会
設
置
会
社
で
は
、
特
に

所
有
と
経
営
の
分
離
が
進
ん
で
お
ら

ず
、
制
度
上
も
株
主
が
経
営
に
関
わ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
制
限

の
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
特
に
上
場
会
社
を
中
心

に
、
株
主
提
案
権
を
用
い
て
、
１
人
の

株
主
が
１
０
０
を
超
え
る
議
案
を
提
出

す
る
な
ど
、
株
主
提
案
権
を
濫
用
的
に

行
使
す
る
事
例
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

株
主
提
案
権
の
濫
用
的
な
行
使
が
問

題
と
な
っ
た
東
京
高
裁
平
成
27
年
５
月

19
日
判
決
の
事
案
の
う
ち
、
特
に
提
案

議
案
数
が
多
い
第
72
期
株
主
総
会
は
、

会
社
の
創
業
者
の
親
族
で
あ
る
株
主

が
、
１
１
４
個
も
の
議
案
を
提
案
し
た

事
案
で
し
た
。
な
お
、
同
判
決
で
は
、

株
主
提
案
権
の
濫
用
的
な
行
使
を
認

め
、株
主
側
の
請
求
を
棄
却
し
ま
し
た
。

△△

中
小
企
業
の
実
務
対
応
△

中
小
企
業
の
実
務
対
応
△

　

中
小
企
業
で
は
、
そ
も
そ
も
上
場
会

社
ほ
ど
多
数
の
株
主
が
存
在
し
な
い
会

社
が
ほ
と
ん
ど
の
た
め
、
実
務
対
応
が

変
わ
っ
て
く
る
会
社
は
少
な
い
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　

も
っ
と
も
、
前
出
の
裁
判
例
の
よ
う

に
、
創
業
者
な
ど
の
株
主
と
経
営
陣
が

分
離
し
、
か
つ
、
株
主
と
経
営
陣
と
が

対
立
し
て
し
ま
っ
て
い
る
会
社
は
中
小

企
業
で
も
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
よ

う
な
会
社
で
は
実
務
対
応
に
変
化
が
見

ら
れ
得
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

  

〈図表1〉 改正会社法のポイント

株主総会資料の電子提供制度 × ○
株主提案権の濫用的な行使制限のための措置 ○ ー
取締役の報酬等に関する規律の見直し ○ ー
会社補償および役員等のための保険契約に関する規律 ○ ー
社外取締役の活用等のための規律 ○ ー
社債の管理に関する規律の見直し ○ ー
株式交付制度の創設 ○ ー
その他 △ △

　　　　　　　　　改正ポイント 令和3年3月1日施行 令和4年中施行予定

改正会社法    の施行で、
中小企業に
求められる対応を
確認しよう
改正会社法が、一部を除いて3月1日に施行されます。改正会社法が、一部を除いて3月1日に施行されます。

その内容は、取締役への株式による報酬、株式交付にその内容は、取締役への株式による報酬、株式交付に

よる子会社化など、多岐にわたります。そのなかから、よる子会社化など、多岐にわたります。そのなかから、

中小企業に求められる対応をまとめます。中小企業に求められる対応をまとめます。

新世綜合法律事務所
弁護士・中小企業診断士

中村 真二
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取
締
役
の
報
酬
等
に
関
す
る

規
律
の
見
直
し

△△

改
正
ポ
イ
ン
ト
△

改
正
ポ
イ
ン
ト
△

　

取
締
役
の
報
酬
等
の
決
定
方
法
等
の

透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
上
場
会
社
の

取
締
役
会
は
、
定
款
の
定
め
や
株
主
総

会
決
議
で
取
締
役
の
個
人
別
の
報
酬
等

の
内
容
が
具
体
的
に
定
め
ら
れ
な
い
場

合
は
、
そ
の
内
容
の
決
定
方
針
を
定
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
（
改
正
会
社
法
３
６
１
条
７
項
）。

　

ま
た
、
上
場
会
社
か
否
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
取
締
役
の
報
酬
等
と
し
て
会
社

の
株
式
ま
た
は
新
株
予
約
権
を
付
与
し

よ
う
と
す
る
場
合
、
定
款
ま
た
は
株
主

総
会
決
議
に
よ
り
、
当
該
株
式
ま
た
は

新
株
予
約
権
の
数
の
上
限
等
を
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た

（
改
正
会
社
法
３
６
１
条
１
項
）。

△△

中
小
企
業
の
実
務
対
応
△

中
小
企
業
の
実
務
対
応
△

　

前
半
の
改
正
ポ
イ
ン
ト
は
、
上
場
会

社
を
対
象
と
し
た
も
の
で
す
の
で
、
中

小
企
業
で
は
実
務
に
影
響
し
ま
せ
ん
。

　

後
半
の
改
正
ポ
イ
ン
ト
は
、
中
小
企

業
も
対
象
と
し
ま
す
。
も
っ
と
も
、
中

小
企
業
で
は
取
締
役
の
報
酬
等
と
し

て
、
当
該
株
式
ま
た
は
新
株
予
約
権
が

付
与
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
（
保
有

割
合
が
上
場
企
業
よ
り
も
格
段
に
重
要

な
意
味
を
持
つ
こ
と
が
多
く
、
ま
た
譲

り
受
け
る
側
も
、
譲
り
受
け
た
株
式
を

換
価
処
分
す
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
な

ど
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
）、

同
改
正
に
よ
り
、
実
務
対
応
が
変
わ
る

会
社
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

会
社
補
償
お
よ
び
役
員
等
の

た
め
の
保
険
契
約
に
関
す
る
規
律

△△

改
正
ポ
イ
ン
ト
△

改
正
ポ
イ
ン
ト
△

　

上
場
会
社
を
中
心
に
、
役
員
が
過
度

に
株
主
代
表
訴
訟
等
の
法
的
リ
ス
ク
等

を
回
避
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
役
員

に
対
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
会
社
補
償
」

と
「
会
社
役
員
賠
償
責
任
保
険
（
Ｄ
＆

Ｏ
保
険
：
「D

irectors' and O
ffi  cers' 

Liability Insurance

」
の
略
）」
が
、

実
務
上
、
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
会
社
法
で
は
、
こ
れ
ら

に
関
す
る
規
定
が
存
在
し
な
か
っ
た
た

め
、
今
回
の
改
正
会
社
法
で
新
設
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
改
正
会
社
法

４
３
０
条
の
２
、
４
３
０
条
の
３
）。

　
「
会
社
補
償
」
は
、
取
締
役
な
ど
の

役
員
等
が
、
株
主
や
債
権
者
な
ど
の
第

三
者
か
ら
損
害
賠
償
請
求
等
を
追
及
さ

れ
た
場
合
に
、
そ
の
追
及
に
対
処
す
る

た
め
に
支
出
す
る
費
用
や
当
該
賠
償
責

任
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
、
会
社
が
補

償
す
る
制
度
で
す
。

　
「
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
」
は
、「
会
社
補
償
」

と
類
似
し
ま
す
が
、
そ
の
追
及
に
対
処

す
る
た
め
に
支
出
す
る
費
用
や
当
該
賠

償
責
任
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
、
会
社

で
は
な
く
、
会
社
と
保
険
契
約
を
締
結

し
た
保
険
会
社
が
支
払
う
点
に
違
い
が

あ
り
ま
す
（
図
表
２
）。

△△

中
小
企
業
の
実
務
対
応
△

中
小
企
業
の
実
務
対
応
△

　

会
社
補
償
（
契
約
）
は
、
役
員
が
、

株
主
や
債
権
者
な
ど
の
第
三
者
か
ら
損

害
賠
償
請
求
等
を
追
及
さ
れ
た
場
合
に

備
え
て
締
結
さ
れ
る
も
の
で
す
の
で
、

本
改
正
を
契
機
に
、
中
小
企
業
の
う

ち
、
特
に
主
要
株
主
と
経
営
陣
と
が
異

な
る
会
社
に
お
い
て
広
ま
っ
て
い
く
可

能
性
は
あ
り
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
中
小
企
業
で
は
、
上
場

企
業
ほ
ど
所
有
と
経
営
の
分
離
は
進
ん

で
お
ら
ず
、
会
社
補
償
は
、
税
務
上
は

と
も
か
く
、
実
態
は
経
営
者
自
身
が
身

銭
を
切
る
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
会
社
補

償
契
約
を
締
結
す
る
実
利
を
感
じ
に
く

い
会
社
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
、
中
小
企
業
で
の
実
務
対

応
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
大
き
い

の
は
、
会
社
補
償
よ
り
も
Ｄ
＆
Ｏ
保
険

  

保険会社

対応費用・
賠償金等を
填補

保険料

保険契約

〈図表2〉 会社補償とD&O保険の違い

会社補償

D＆O保険

会社債権者・
株主等

株式会社

役 員 損害賠償
請求

補償契約

 対応費用・賠償金等を補償

会社債権者・
株主等

株式会社

役 員
損害賠償請求
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と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

中
小
企
業
で
も
、
内
部
紛
争
や
同
族

紛
争
に
よ
り
、
取
締
役
ら
が
株
主
代
表

訴
訟
等
で
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
た

び
た
び
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
本

改
正
を
機
に
、
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
の
有
用
性

が
中
小
企
業
で
も
広
ま
っ
て
い
く
可
能

性
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

社
外
取
締
役
の

活
用
等
の
た
め
の
規
律

△△

改
正
ポ
イ
ン
ト
△

改
正
ポ
イ
ン
ト
△

　

社
外
取
締
役
は
、
経
営
陣
の
職
務
執

行
を
監
督
す
る
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

改
正
会
社
法
は
、
当
該
役
割
を
強
化

す
る
た
め
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
バ
イ
ア

ウ
ト
（
Ｍ
Ｂ
Ｏ
）
や
親
子
会
社
間
の
取

引
の
場
面
な
ど
、
株
式
会
社
と
取
締
役

と
の
利
益
が
相
反
す
る
状
況
に
あ
る
と

き
、
そ
の
他
取
締
役
が
当
該
会
社
の
業

務
を
執
行
す
る
こ
と
に
よ
り
株
主
の
利

益
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
会

社
は
、
そ
の
都
度
、
取
締
役
会
の
決
議

に
よ
っ
て
、
当
該
会
社
の
業
務
を
執
行

す
る
こ
と
を
社
外
取
締
役
に
委
託
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
か
つ
、
当

該
社
外
取
締
役
も
、
委
託
さ
れ
た
業
務

の
執
行
を
し
て
も
役
員
の
資
格
を
失
わ

な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
（
３
４
８
条
の

２
）。

　

ま
た
、
日
本
に
お
け
る
資
本
市
場
に

お
い
て
、
社
外
取
締
役
に
よ
る
経
営
陣

の
監
督
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
国
内
外
の
投
資
家
に
発
信

す
る
た
め
、
上
場
会
社
に
つ
い
て
は
社

外
取
締
役
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
３
２
７
条
の
２
）。

△△

中
小
企
業
の
実
務
対
応
△

中
小
企
業
の
実
務
対
応
△

　

表
見
取
締
役
（
取
締
役
選
任
の
実
態

は
な
い
が
、
取
締
役
と
し
て
登
記
さ
れ

て
い
る
者
）
や
名
目
取
締
役
（
取
締
役

選
任
の
実
態
も
登
記
も
あ
る
が
、
実
際

に
は
取
締
役
と
し
て
職
務
を
し
て
い
な

い
者
）
を
除
く
と
、
中
小
企
業
に
お
い

て
実
質
的
に
社
外
取
締
役
と
呼
べ
る
人

が
執
務
し
て
い
る
会
社
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。

　

３
２
７
条
の
２
の
規
定
は
上
場
会
社

の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
で
す
が
、
そ

れ
以
外
の
社
外
取
締
役
の
活
用
等
の
た

め
の
規
律
も
、
実
態
か
ら
み
れ
ば
、
中

小
企
業
に
お
け
る
実
務
対
応
に
は
ほ
と

ん
ど
影
響
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

社
債
の
管
理
に
関
す
る

規
律
の
見
直
し

△△

改
正
ポ
イ
ン
ト
△

改
正
ポ
イ
ン
ト
△

　

会
社
法
で
は
、
会
社
が
社
債
を
発
行

す
る
場
合
、
原
則
と
し
て
銀
行
や
信
託

会
社
を
社
債
管
理
者
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
建
前
で
す
（
改
正
会
社
法

７
０
２
条
本
文
、
７
０
３
条
）。

　

も
っ
と
も
、
現
実
に
は
社
債
管
理
者

の
権
限
や
義
務
が
大
き
く
コ
ス
ト
も
高

額
に
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
各
社
債
の

金
額
を
１
億
円
以
上
に
設
定
し
た
り

（
会
社
法
７
０
２
条
但
書
）、
発
行
対
象

者
数
を
50
名
未
満
と
す
る
（
会
社
法
７

０
２
条
但
書
、
会
社
法
施
行
規
則
１
６

９
条
）
な
ど
し
て
、
社
債
管
理
者
を
置

か
な
い
社
債
を
発
行
す
る
場
合
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
改
正
会
社
法
で
は
、
会
社

が
社
債
を
発
行
す
る
場
合
に
お
い
て
、

社
債
管
理
者
を
定
め
る
こ
と
を
要
し
な

い
と
き
で
も
、
会
社
は
、
社
債
管
理
補

助
者
を
置
い
て
社
債
管
理
の
補
助
を
委

託
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
改
正

会
社
法
７
１
４
条
の
２
以
下
）。

　

日
本
で
は
、
社
債
市
場
が
諸
外
国
と

比
較
す
る
と
未
発
達
で
あ
り
、
社
債
の

利
用
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
、
今
回
の

改
正
が
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

社
債
管
理
補
助
者
は
、
社
債
権
者
に

お
い
て
自
ら
社
債
を
管
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
社
債
を
念
頭
に
、
社
債
管
理
者

よ
り
も
限
定
さ
れ
た
権
限
の
み
を
有
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
破
産
債
権
の
届
出
な

ど
と
い
っ
た
破
産
手
続
き
や
再
生
手
続

き
な
ど
へ
の
参
加
、
強
制
執
行
な
ど
が

な
さ
れ
た
場
合
の
配
当
要
求
、
会
社
清

算
の
場
合
の
債
権
の
申
し
出
な
ど
を
行

な
い
ま
す
（
改
正
会
社
法
７
１
４
条
の

４
第
１
項
各
号
）。

　

そ
の
ほ
か
、
社
債
権
者
か
ら
の
請
求

を
受
け
て
の
社
債
権
者
集
会
の
招
集

（
改
正
会
社
法
７
１
７
条
３
項
１
号
）

や
、
社
債
権
者
集
会
で
の
決
議
を
受
け

て
の
社
債
の
支
払
い
請
求
、
強
制
執
行

や
仮
処
分
、
訴
訟
行
為
（
改
正
会
社
法

７
１
４
条
の
４
第
３
項
）
な
ど
、
社
債

権
者
が
、
社
債
権
者
集
会
の
決
議
等
を

通
じ
て
社
債
の
管
理
を
行
な
う
に
あ
た

り
、
円
滑
に
手
続
き
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
に
補
助
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

社
債
管
理
補
助
者
に
就
け
る
の
は
、

銀
行
や
信
託
会
社
で
す
が
（
改
正
会
社

法
７
１
４
条
の
３
、
７
０
３
条
１
号
２

号
）、
そ
の
ほ
か
、
法
務
省
令
で
弁
護

士
や
弁
護
士
法
人
を
追
加
す
る
こ
と
も

検
討
中
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

△△

中
小
企
業
の
実
務
対
応
△

中
小
企
業
の
実
務
対
応
△

　

中
小
企
業
に
お
け
る
資
金
調
達
の
主

流
は
、
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
で
す

が
、
資
本
金
１
０
０
０
万
円
を
超
え
、

か
つ
、
経
営
状
態
が
良
好
な
企
業
を
中

心
に
、
少
な
い
な
が
ら
も
社
債
を
利
用
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す
る
中
小
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
資
金
調
達
方
法
を
模
索
し
て

い
る
企
業
を
中
心
に
、
本
改
正
を
機

に
、
今
後
、
中
小
企
業
で
も
社
債
の
利

用
が
広
が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

株
式
交
付
制
度
の
創
設

△△

改
正
ポ
イ
ン
ト
△

改
正
ポ
イ
ン
ト
△

　

改
正
会
社
法
で
は
、
他
の
株
式
会
社

を
買
収
す
る
株
式
会
社
（
買
収
会
社
）

が
、
当
該
他
の
株
式
会
社
（
被
買
収
会

社
）
を
子
会
社
と
す
る
際
に
、
被
買
収

会
社
の
株
式
の
譲
渡
人
に
対
し
て
、
現

金
等
の
対
価
に
代
え
て
（
あ
る
い
は
現

金
等
と
併
せ
て
）、
買
収
会
社
の
株
式

を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
式
交
付

制
度
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
（
改
正
会

社
法
２
条
32
号
の
２
、
７
７
４
条
の
２

以
下
）。

　

従
来
の
会
社
法
で
も
、
買
収
会
社

は
、
被
買
収
会
社
を
子
会
社
と
す
る
際

に
、
株
式
交
換
の
方
法
や
現
物
出
資
方

法
に
よ
り
、
被
買
収
会
社
の
株
式
の
譲

渡
人
に
対
し
て
買
収
会
社
の
株
式
を
交

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
株
式
交
換
の
方
法
で

は
、
被
買
収
会
社
の
発
行
済
み
株
式
の

１
０
０
％
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
お
り
、
被
買
収
会
社
株
式

の
一
部
を
取
得
す
る
場
合
に
は
利
用
で

き
ず
、ま
た
、現
物
出
資
の
方
法
で
は
、

原
則
と
し
て
裁
判
所
に
検
査
役
の
選
任

を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
一

定
の
時
間
や
費
用
を
要
す
る
な
ど
の
弊

害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
株
を
対
価
と
し
た
Ｍ
＆
Ａ

を
促
進
す
る
た
め
、
改
正
会
社
法
で

は
、
従
来
よ
り
も
柔
軟
な
株
式
交
付
制

度
を
新
設
し
ま
し
た
（
図
表
３
）。

　

株
式
交
付
制
度
で
は
、
親
会
社
と
な

る
買
収
会
社
で
の
株
主
総
会
特
別
決
議

や
債
権
者
異
議
手
続
き
な
ど
、
買
収
会

社
の
株
主
や
債
権
者
保
護
の
た
め
の
手

続
き
を
必
要
と
す
る
傍
ら
、
前
述
の
と

お
り
、
柔
軟
に
組
織
再
編
が
可
能
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

△△

中
小
企
業
の
実
務
対
応
△

中
小
企
業
の
実
務
対
応
△

　

株
式
交
付
制
度
は
、
上
場
会
社
に
お

け
る
大
規
模
な
企
業
買
収
の
み
な
ら

ず
、
中
小
企
業
に
お
け
る
他
社
の
子
会

社
化
や
事
業
承
継
に
活
用
さ
れ
る
可
能

性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
広
が
り
を
見
せ
る
中
小
企
業

で
の
Ｍ
＆
Ａ
で
は
、
被
買
収
会
社
の
株

式
の
譲
渡
人
は
、
Ｍ
＆
Ａ
を
機
に
会
社

経
営
か
ら
離
脱
す
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。ま
た
、中
小
企
業
の
場
合
に
は
、

株
式
の
保
有
割
合
が
上
場
企
業
よ
り
も

格
段
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
が
多

く
、
ま
た
株
式
を
譲
り

受
け
る
側
も
、
譲
り
受

け
た
株
式
を
換
価
処
分

す
る
機
会
が
少
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
中
小
企

業
に
お
い
て
、
Ｍ
＆
Ａ

を
行
な
う
際
に
株
式
交

付
制
度
を
利
用
す
る
か

ど
う
か
は
、
買
収
会
社

と
被
買
収
会
社
の
主
要

株
主
の
間
で
十
分
に
す

り
合
わ
せ
を
行
な
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

今
回
の
施
行
対
象
外

の
規
定

　

株
主
総
会
資
料
の
電

子
提
供
制
度
の
創
設
お

よ
び
会
社
の
支
店
の
所

在
地
に
お
け
る
登
記
の
廃
止
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
施
行
対
象
外
で
、
令
和
４

年
中
の
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

株
主
総
会
資
料
の
電
子
提
供
制
度

は
、
そ
の
簡
便
性
か
ら
、
中
小
企
業
の

実
務
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
指
摘
も

あ
り
ま
す
。

　

大
部
分
の
中
小
企
業
は
閉
鎖
会
社
で

あ
り
、
会
社
の
財
務
諸
表
を
外
部
に
公

表
し
て
い
る
会
社
は
少
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
株
主
総
会
資
料
の
電
子
提
供

は
、
株
主
な
ど
の
利
害
関
係
人
以
外
の

目
に
触
れ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
、
中

小
企
業
で
は
、
上
場
会
社
と
比
べ
る
と

株
主
総
会
資
料
を
紙
ベ
ー
ス
で
作
成
す

る
費
用
・
手
間
を
そ
れ
程
重
視
す
る
必

要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
等
か
ら
、

中
小
企
業
に
ど
の
程
度
電
子
提
供
制
度

が
普
及
し
て
い
く
か
は
、
な
お
慎
重
に

見
定
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  

〈図表3〉 新設された株式交付制度の仕組み

買収会社
親会社となる予定

被買収会社の
株式の譲渡人

子会社となることを予定

被買収会社

被買収会社の株式を譲渡
（100%でなくとも可）

買収会社の株式を交付

子会社化

買収会社では
株式交換等と同様に、
株主総会決議、

債権者異議手続き等が必要

被買収会社の
各株主の任意の判断で

譲渡人になる

なかむら しんじ／弁護士・中小企業診断士。京都大学法学部卒。中小企業法務、とりわけ会社の内部紛争
（経営紛争）問題・事業承継を中心に、中小企業における法務サービスを提供。
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